
❼ 
日
本
対
が
ん
協
会
連
携
事
業

❻ 
健
診
保
健
指
導
支
援
協
議
会
事
業

❺ 

調
査
研
修
事
業

❹ 

脳
卒
中
調
査
事
業

❸ 

健
康
情
報
管
理
事
業

❷ 

健
康
診
査
事
業

❶ 

普
及
啓
発
事
業

健
康
づ
く
り
財
団

　七
つ
の
柱

新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
事
業
内
容

● 

子
ど
も
の
予
防
接
種
の
基
礎
知
識
と
最
新
情
報

● 

新
潟
県
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
現
状
と

　

 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
導
入
の
意
義

● 

長
岡
市

　ま
ち
づ
く
り
は
健
康
か
ら

● 

妙
高
市

　胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
予
防
講
演
会

　開
催
状
況

● 

平
成
29
年
度
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
主
要
行
事
予
定
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医
療
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

国
内
で
は
、
接
種
可
能
な
ワ
ク
チ
ン
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
歴
史
が

浅
く
、
未
だ
に
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
医
療
行
為
で
あ
る
。
日
本
小

児
科
学
会
は
、
２
０
１
１
年
に
同
時
接

種
に
対
す
る
考
え
方
を
発
表
し
、
そ
の

必
要
性
と
安
全
性
を
示
し
た
［
３
］。
同

時
接
種
に
よ
っ
て
、
同
時
に
接
種
し
た

ワ
ク
チ
ン
同
士
の
干
渉
が
起
こ
り
、
効

果
が
落
ち
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
有

害
事
象
や
副
反
応
（
後
述
）
の
頻
度
が

上
が
る
こ
と
も
な
い
。
現
在
、
そ
の
理

解
は
随
分
進
み
、
多
く
の
医
療
機
関
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、

更
な
る
普
及
の
た
め
に
も
、
よ
り
正
し

い
理
解
と
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
と
有
害
事
象

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
と
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
接
種
に
関
連
し
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
負
の
事
象
を
指
す
。
具
体
的

に
は
、
接
種
部
位
の
発
赤
、
腫
脹
、
疼

痛
や
発
熱
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
各
ワ

ク
チ
ン
に
よ
っ
て
、
重
篤
な
副
反
応
が

稀
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
で
、

有
害
事
象
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

接
種
と
は
関
係
な
く
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
負
の
事
象
を
指
す
。
別
の
言
葉
で
は

子
ど
も
の
予
防
接
種
の
基
礎
知
識
と
最
新
情
報

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

小
児
科
学
分
野齋

藤
昭
彦

は
じ
め
に

国
内
に
は
、
２
０
０
８
年
以
降
、
海

外
の
ワ
ク
チ
ン
を
中
心
に
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
が
次
々
と
導
入
さ
れ
、
子
ど
も
に

接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
大
幅

に
増
加
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
の

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
、

肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
な
ど
が
定

期
接
種
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
疾
患
の
疫

学
を
大
き
く
変
え
て
き
た
［
１
］。
更
に

は
、
長
年
、
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
で

あ
っ
た
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
も
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
４
年
、

２
０
１
６
年
に
定
期
接
種
化
さ
れ
、
子

ど
も
の
予
防
接
種
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

こ
の
数
年
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い

る
。こ

こ
で
は
、
子
ど
も
の
予
防
接
種
の

基
礎
知
識
と
、
最
近
の
予
防
接
種
に
関

連
す
る
情
報
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 

予
防
接
種
の
基
礎
知
識 

子
ど
も
に
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
接
種
時
期

日
本
小
児
科
学
会
が
推
奨
す
る
予
防

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
（
図
１
）

［
２
］。
多
く
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き
だ
ろ

う
。
13
の
ワ
ク
チ
ン
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
、
10
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
の
ワ
ク
チ
ン
（
橙
色
）、
残
り
の
３
ワ

ク
チ
ン
（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
：
緑
色
）
が

任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
ワ
ク
チ
ン
も
子
ど
も
に
と
っ
て
重

要
か
つ
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
定

期
接
種
と
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
の
間

に
重
要
性
の
差
は
な
い
。

多
く
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
必
要
な

現
在
、
接
種
時
期
を
迎
え
た
ら
、
速
や

か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、
そ
の
病

気
を
予
防
す
る
準
備
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
特
に
、
最
初
の
接
種
時
期

で
あ
る
生
後
２
か
月
は
、
最
も
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
確
実
な
接

種
が
行
わ
れ
な
い
と
そ
の
後
の
接
種
が

遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
る
と
、

特
に
乳
幼
児
期
に
は
、
複
数
の
ワ
ク
チ

ン
を
複
数
回
、
限
ら
れ
た
期
間
で
接
種

す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
生
後
２

か
月
で
は
４
種
類
、
生
後
３
か
月
で
は
、

５
種
類
、
生
後
１
歳
で
は
、
６
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
で
あ
る
。
接
種

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
が
多
い
の
は
、

国
内
に
お
け
る
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

の
少
な
さ
が
原
因
で
あ
る
が
、
適
切
な

時
期
に
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

た
め
に
は
、
複
数
の
異
な
る
ワ
ク
チ
ン

を
同
時
に
接
種
す
る
同
時
接
種
が
必
要

で
あ
る
。

同
時
接
種
の
安
全
性

同
時
接
種
は
、
海
外
で
は
、
一
般
的
な
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で
予
防
で
き
る
病
気
が
減
少
す
る
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
効
果
は
、

徐
々
に
見
え
な
く
な
る
。
一
方
で
、
見

え
て
く
る
の
は
、
ま
れ
に
起
こ
る
副
反

応
や
有
害
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
由

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
止
め
て
し
ま
う
と
、

再
び
そ
の
病
気
が
流
行
す
る
。

副
反
応
と
有
害
事
象
を
区
別
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
予
防
接
種

を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
え
な
く

な
っ
て
い
る
効
果
を
常
に
意
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

 

最
新
情
報 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
の
見
直
し

最
近
の
話
題
と
し
て
、
日
本
脳
炎
罹
患

の
リ
ス
ク
の
高
い
児
に
対
す
る
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
の
見
直
し
が

あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
脳
炎
は
、
感
染
し

た
ブ
タ
の
血
を
吸
っ
た
カ
が
媒
介
す
る

疾
患
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
と
生
活
環

境
の
改
善
に
よ
り
、
全
国
の
患
者
数
は

減
少
し
て
い
る
が
、
全
国
の
日
本
脳
炎

に
感
染
し
て
い
る
ブ
タ
は
、
九
州
、
四

国
に
多
く
、ま
た
、東
日
本
の
都
県
に
も
、

高
い
地
域
が
あ
る
［
４
］。

現
在
、
日
本
に
お
け
る
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
の
標
準
的
な
接
種
時
期
は
、
３

歳
時
に
６
―

28
日
の
間
隔
を
あ
け
て
２

こ
れ
ら
を
「
紛
れ
込
み
」
と
呼
ぶ
。
す

な
わ
ち
、
多
く
の
有
害
事
象
の
中
に
副

反
応
が
含
ま
れ
る
（
図
２
）。
副
反
応

と
有
害
事
象
を
区
別
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
が
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
接

種
し
て
か
ら
事
象
が
起
こ
る
ま
で
の
時

間
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
多

く
の
場
合
、
接
種
か
ら
30
分
以
内
に
起

こ
る
こ
と
が
多
く
、
接
種
部
位
の
腫
脹

や
発
赤
も
接
種
後
２
―

３
日
以
内
に
起
こ

る
。
こ
の
時
間
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
し

た
時
期
に
起
こ
っ
た
も
の
は
、
有
害
事

象
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

予
防
接
種
の
効
果
を
常
に
意
識
す
る

予
防
接
種
の
効
果
と
は
、
ワ
ク
チ
ン 図 2　ワクチンの有害事象と副反応

図１　日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール　2016 年 10 月1日版　日本小児科学会
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回
、
初
回
免
疫
終
了
後
６
か
月
以
上
（
標

準
的
に
は
お
お
む
ね
１
年
）
あ
け
て
４

歳
時
に
１
回
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

９
―

12
歳
時
に
も
う
一
度
接
種
し
、
計
４

回
の
接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
に
千
葉
県
で
11
か
月
の

児
が
日
本
脳
炎
に
罹
患
し
、
後
遺
症
を

残
し
た
。
こ
の
様
な
３
歳
未
満
で
罹
患

す
る
児
の
報
告
は
、
近
年
、
全
国
で
散

見
さ
れ
、
こ
の
様
な
児
の
発
症
を
予
防

す
る
に
は
、
初
回
の
接
種
を
３
歳
未
満

で
行
う
必
要
が
あ
る
。

日
本
小
児
科
学
会
は
、
①
日
本
脳
炎

流
行
地
域
に
渡
航
・
滞
在
す
る
小
児
、

②
最
近
日
本
脳
炎
患
者
が
発
生
し
た
地

域
・
ブ
タ
の
日
本
脳
炎
抗
体
保
有
率
が

高
い
地
域
に
居
住
す
る
小
児
に
対
し
て
、

接
種
可
能
と
な
る
生
後
６
か
月
か
ら
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
す
る

こ
と
を
推
奨
し
た
［
５
］。
注
意
が
必
要

な
の
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
量
が
３
歳
未

満
で
0
・
2
5
m
L
、
３
歳
以
上
で
０
・

５
m
L
と
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
標
準

的
な
接
種
時
期
が
３
歳
か
ら
と
規
定
さ

れ
た
理
由
は
、
３
歳
時
か
ら
投
与
量
が

変
わ
る
こ
と
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
最
初
の
３
回
の
接
種
を
全
て

０・
２
５
m
L
で
行
っ
た
場
合
で
も
、
抗

体
の
高
さ
と
維
持
に
は
問
題
な
く［
６
］、

そ
の
後
、
追
加
の
接
種
の
必
要
は
な
い
。

妊
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン
で
子
ど
も
を
守
る

今
後
、
小
児
に
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
群
溶
連
菌

ワ
ク
チ
ン
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず

れ
の
疾
患
も
、
特
に
新
生
児
や
乳
児
が

罹
患
す
る
と
予
後
の
悪
い
疾
患
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
か
ら
、
子
ど
も
に
投
与
す
る

の
で
は
な
く
、
妊
婦
へ
の
投
与
が
そ
の

戦
略
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
［
７
］。
一

方
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
百
日
咳
に

対
し
て
は
、
妊
婦
へ
の
接
種
が
既
に
先

進
国
で
は
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
妊

婦
に
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
、
妊
婦
が
作
っ

た
抗
体
で
児
を
守
る
戦
略
は
更
に
広
が

る
可
能
性
が
あ
り
、
国
内
で
も
そ
の
理

解
と
、
臨
床
現
場
へ
の
導
入
が
期
待
さ

れ
る
。
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だ
さ
い
。

平
成
29
年
3
月
新
潟
県
人
事
委
員
会

が
公
表
し
て
お
り
ま
す
「
新
潟
県
職
員

構
成
の
概
況
」（
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
）
に
よ
り
ま
す
と
1
9
3
0
8
人
の

教
職
員
が
県
内
の
公
立
学
校
に
所
属
し

て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
県
立
学
校
教
育

職
4
8
5
3
人
、
一
般
職
員
8
9
7

人
、
市
町
村
立
小
中
学
校
教
職
員

1
3
5
5
8
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
稿
で
は
こ
の
1
9
3
0
8
人
を

全
体
数
（
母
数
）
と
し
て
と
ら
え
（
表
︱

１
）
の
実
情
を
見
て
お
り
ま
す
。
教
職
員

数
を
仮
に
2
万
人
と
す
る
と
、
長
期
病
気

休
暇
取
得
者
と
休
職
者
数
で
5
0
0
人

を
越
え
る
と
全
体
の
教
職
員
数
に
対
し
て

2
・
5
%
、
精
神
疾
患
で
は
2
0
0
人

を
超
え
る
と
１
％
と
い
う
割
合
が
出
て
き

ま
す
。
長
期
病
気
休
暇
取
得
者
及
び
休
職

者
は
、
平
成
18
年
度
5
0
1
人
、
20
年

の
5
0
0
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
精
神
及
び
行
動
の

て
い
る
精
神
及
び
行
動
の
障
害
に
よ
る
長

期
病
気
休
暇
取
得
者
及
び
休
職
者
を
（
表

︱

１
）
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く

１
．‌�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
自
殺
者
数
、

自
殺
率
に
つ
い
て

こ
の
度
、
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
か

ら
寄
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
経
緯
で
す

が
、
以
前
、
私
が
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
新
潟
県
福
祉
保
健
部
健
康
対

策
課
等
に
お
い
て
、
長
ら
く
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
、
自
殺
対
策
に
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
誌
「
陽
光
」
№
17
で
、
興

梠
建
郎
先
生
が
「
2
0
1
5
年
か
ら
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、
す
べ
て
の

人
が
幸
福
感
を
持
て
る
よ
う
に
、
支
援
す

る
活
動
の
一
策
と
し
て
の
意
味
が
大
き

い
。」
と
結
ば
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
リ

レ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
で
も
あ
り
ま

す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
先
ず
は
私
た
ち
に
と
っ

て
比
較
的
身
近
な
存
在
で
あ
る
学
校
の
先

生
の
状
況
に
つ
い
て
、
新
潟
県
教
育
庁
福

利
課
が
教
育
月
報
に
お
い
て
毎
年
公
表
し

障
害
に
よ
る
長
期
病
気
休
暇
取
得
者
及
び

休
職
者
が
占
め
る
割
合
は
平
成
19
年
度
の

50
・
6
%
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

お
り
ま
す
が
、
休
職
等
の
原
因
と
し
て
の

新
生
物
、
循
環
器
、
消
化
器
系
疾
患
を
い

ま
だ
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り

ま
す
。

価
値
観
が
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
厳
し
い
学
校
運
営
を
強

い
ら
れ
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
り
こ
の

よ
う
な
件
数
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
一
方
、
同
月
報
平
成
25
年
8
月
1
日

号
で
の
平
成
24
年
度
精
神
疾
患
に
よ
る
休

職
者
等
の
復
帰
の
状
況
は
、
1
8
3
人

の
休
職
者
等
の
う
ち
96
人
（
52
・
5
%
）

が
平
成
24
年
度
中
に
職
場
復
帰
し
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
県
教
育

庁
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
対
す
る
地

道
な
取
組
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
が
優
先
さ
れ
る
社
会
に
あ
っ
て
、
15
年

以
上
も
前
か
ら
新
潟
県
教
育
月
報
で
現
状

を
公
表
し
、
職
場
復
帰
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

県
民
に
公
表
す
る
な
ど
の
姿
勢
は
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
一
関
係
者
と
し
て
予

て
か
ら
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
半
数

以
上
の
教
職
員
が
職
場
復
帰
を
果
た
す
と

い
う
成
果
は
大
い
に
評
価
す
べ
き
取
組
で

あ
り
、
県
内
の
各
企
業
・
団
体
の
参
考
に

な
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
潟
県
の
自
殺
者
数
、
自
殺
死

新
潟
県
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
現
状
と
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
制
度
導
入
の
意
義

　
　
　
　
　 

医
療
法
人 

恒
仁
会 

新
潟
南
病
院 

事
務
長大

矢
政
昭

表―１

新潟県教育庁福利課調べ
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に
お
い
て
各
種
団
体
、
個
人
か
ら
様
々
な

支
援
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
平
均
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
の
成
果
は

残
念
な
が
ら
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
表
︱
３
）
は
県
全
体
の
自
殺
率
が
高
い

中
に
お
い
て
、
魚
沼
・
十
日
町
・
村
上
地

域
が
さ
ら
に
高
い
自
殺
率
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
余
談
で
す
が
、
以
前
私
が
県
健
康

対
策
課
精
神
保
健
福
祉
係
長
で
在
籍
し
て

い
た
折
、
季
節
は
秋
の
11
月
中
旬
、
新
潟

支
局
に
着
任
し
た
女
性
新
聞
記
者
が
訪
ね

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
新
潟
は
毎
日
曇
り

空
で
み
ぞ
れ
模
様
が
続
く
天
候
で
気
分
も

滅
入
り
う
つ
っ
ぽ
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か

ね
」、
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
確
か

に
そ
れ
は
一
理
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

高
知
、
宮
崎
、
鹿
児
島
も
相
当
自
殺
率
は

高
い
の
で
ど
う
説
明
す
る
ん
で
し
ょ
う
か

と
返
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ア

ル
コ
ー
ル
消
費
量
が
多
い
こ
と
も
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
．‌�

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
実
施
状
況
と
そ
の

意
義
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
新
潟
県
教
育
庁
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
取
組
と
県
内
の
自
殺

の
現
状
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
次
に
本
県
の
自
殺
率
が
高
い
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重

り
一
つ
の
要
因
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
に
お
け

る
自
殺
防
止
の
活
動
の
先
駆
け
は
全
国
的

に
も
「
松
之
山
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
新
潟

大
学
と
新
潟
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
当

時
）
に
よ
る
高
齢
者
の
「
う
つ
病
」
に
着

目
し
た
活
動
で
し
た
。
爾
来
、
県
内
各
地

亡
率
の
状
況
と
し
て
（
表
︱
２
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
全
国
に
比
べ
新
潟
県
は
秋
田
県
、

岩
手
県
と
と
も
に
人
口
10
万
対
の
自
殺
率

が
非
常
に
高
い
県
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
６

月
に
公
表
さ
れ
る
人
口
動
態
統
計
で
新
潟

県
は
昭
和
39
年
、
新
潟
国
体
開
催
、
新
潟

地
震
発
生
の
年
以
来
常
に
自
殺
率
は
ワ
ー

ス
ト
10
以
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
自
殺

は
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
の
結
果
で
あ

要
と
考
え
ま
す
。
自
殺
者
数
だ
け
で
見
る

と
東
京
都
な
ど
は
毎
年
3
千
人
と
圧
倒
的

に
多
い
わ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
実
情
が
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
全
国
一

律
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
事

業
場
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
意
義
深

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

当
法
人
に
お
い
て
も
法
の
改
正
に
沿
っ

て
検
討
を
重
ね
、
①
管
理
監
督
者
を
含
む

職
員
全
員
が
心
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
理

解
し
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な

る
。
②
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
よ
る
活
気
あ
る
職
場
づ
く
り
を
行

う
。
③
管
理
監
督
者
を
含
む
職
員
全
員
の

心
の
健
康
問
題
を
発
生
さ
せ
な
い
。
と
い

う
目
標
を
設
定
し
た
実
施
要
領
を
策
定
し

ま
し
た
。
要
領
を
策
定
す
る
上
で
最
も
配

慮
し
た
点
は
、
人
事
権
を
持
っ
て
い
る
職

員
が
具
体
的
な
事
務
に
関
わ
ら
な
い
こ
と

の
明
文
化
等
、
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
で
し
た
。
ま
た
管
理
職
を
対
象
と
し
た

研
修
会
参
加
を
呼
び
か
け
、
平
成
29
年
3

月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
継
続
的
な
研

修
体
制
を
要
領
で
定
め
て
い
ま
す
が
取
り

組
め
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
当
法

人
で
は
法
施
行
前
か
ら
衛
生
委
員
会
を
中

心
に
項
目
数
が
少
な
い
質
問
表
を
用
い
た

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

表―2

表―３
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ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
秘
匿
性
と
個
人
の
安

心
の
保
障
を
担
保
す
る
こ
と
に
最
大
限
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
企
業
・
団
体
で
は

取
組
に
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
県
教
育
庁
の
活
動
は
大
き
な
組
織

で
あ
る
こ
と
か
ら
広
報
活
動
も
普
遍
化
し

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
中
小
企
業
で
は
積
極
的
な
取
組
は
難

し
い
側
面
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
度
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
施
の
法
定
化
を
よ
い
機
会
と

し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
施
策
と
し
て

の
一
次
予
防
（
未
然
防
止
、
健
康
増
進
）、

二
次
予
防
（
早
期
発
見
、
早
期
治
療
）、

最
後
に
、
新
潟
県
内
の
事
業
場
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
新
潟
労
働
局
が
平
成
28
年

12
月
19
日
に
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

点
検
結
果
を
左
記
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま

た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
で
き
な

か
っ
た
事
業
所
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は

主
な
回
答
ご
と
に
グ
ラ
フ
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
実
情
も
踏
ま
え
、
今
後
の
課
題

や
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
初
に
ご
紹
介
し
た
新
潟
県
教
育
庁
福

利
課
を
中
心
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
取
組
は
月
報
で
確
認
す
る
限
り
平
成

13
年
に
遡
る
よ
う
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

た
こ
と
も
あ
り
、
厚
生
労
働
省
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
実
施
要
領
制
定
に
際
し
て

比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
導
入
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
法
人
内
で
の
実
施
体
制
と
結
果

で
す
が
、
実
施
体
制
と
し
て
、
①
実
施
代

表
者
②
共
同
実
施
者
③
実
施
事
務
従
事
者

を
明
確
に
し
、
組
織
内
で
資
格
を
有
す
る

産
業
医
、
保
健
師
。
そ
し
て
人
事
労
務
担

当
者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
実
施
体
制
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
直
接
か
か
わ

る
事
務
職
員
は
市
内
で
開
催
さ
れ
る
研
修

会
に
参
加
し
て
も
ら
い
理
解
を
深
め
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
ス
ト
レ
ス
と

判
定
さ
れ
た
職
員
へ
の
支
援
は
外
部
医
療

機
関
の
専
門
医
に
も
相
談
で
き
る
よ
う
契

約
を
結
び
、
よ
り
秘
匿
性
に
配
慮
し
ま
し

た
。
今
回
の
実
施
状
況
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

・‌�

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
期
間
：
平
成

28
年
8
月
1
日（
月
）～
8
月
24
日（
水
）

・‌�

対
象
者
：
3
7
3
人

・‌�

受
検
者
：
3
4
1
人　

未
受
検
者
：

32
人　
受
検
率
：
91
・
4
%

・‌�

集
団
分
析
の
実
施
と
実
施
結
果
を
各
所

属
長
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・‌�

平
成
29
年
3
月
、
法
人
産
業
医
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
結
果
の
報
告

会
（
研
修
会
）
開
催

三
次
予
防
（
職
場
復
帰
支
援
、
再
発
防

止
）
の
観
点
を
各
職
場
で
確
認
し
、
こ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
で
職
員
の
心
の
健
康
の

保
持・増
進
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
は
企
業・

団
体
の
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
県
内
各
地
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
地
道
か
つ
確
実
に
取

り
組
む
こ
と
で
新
潟
県
の
自
殺
率
を
押
し

下
げ
新
潟
県
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

事業所への自主点検票の送付数 2,450 割合

回答事業場数 1,984 回答率
81.0%

実施事業所数

実施 1,868 実施率
94.2%

未実施 115
　

不明 1

実施方法

事業場内 593 31.7%

外部機関に委託 1,143 61.2%

未記入 132 7.1%

医師による
面接指導

実施した 385 20.6%

該当者がいなかった 270 14.4%

実施していない 1,188 63.5%

不明 27 1.4%

面接指導実施
方法 

事業所の産業医 297

　外部機関の医師 71

不明 10

集団分析実施
状況

実施した 1,060 56.7%

実施していない 775 41.5%

不明 34 1.8%

集団分析結果
の活用方法

業務配分の見直し 108 10.2%

人員・組織の見直し 144 13.6%

衛生委員会での審議 585 55.2%

その他 272 25.7%

特に活用していない 164 15.5%
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健
康
づ
く
り
に
興
味
が
な
か
っ
た
無
関
心

層
へ
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
げ
た
も
の
で

す
。今

で
は
、
会
員
は
2
5
0
0
人
を
超

え
、「
歩
く
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
た
」「
健

康
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
の
声
を

多
数
頂
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
会
員
の

７
割
以
上
が
60
～
70
代
、
そ
の
７
割
が
女

性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
や
現
役

世
代
の
男
性
に
も
、
も
っ
と
参
加
を
促
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
継
続
的
な
一
次
予
防
事

業
が
将
来
的
な
市
民
の
健
康
寿
命
延
伸
を

も
た
ら
し
、
医
療
費
削
減
に
繋
が
る
こ
と

も
夢
で
は
な
く
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
確
立
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
健
康
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
岡
市 

福
祉
保
健
部
長小

村
久
子

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
介
護
や
生
活
習

慣
病
の
予
防
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
は
市
民
の
ね
が
い
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
健
康

で
す
。
長
岡
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
産

学
官
が
連
携
し
た
「
多
世
代
健
康
モ
デ
ル

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
誰
も
が
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

本
市
で
は
、ア
リ
ー
ナ
と
ナ
カ
ド
マ（
屋

根
付
き
広
場
）、
市
役
所
が
一
体
と
な
っ

た
複
合
型
施
設
「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」
を
中

心
に
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
か
ら
生
ま
れ

た
市
民
の
自
発
的
な
健
康
づ
く
り
へ
の
機

運
が
あ
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
健
康

に
関
心
は
あ
る
が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
事
が
で
き
な
い
層
の
市
民
に
行

動
変
容
を
促
す
た
め
、
２
つ
の
大
き
な
柱

立
て
で
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
平
成
26
年
11
月
に
、
長
岡
市

の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
「
タ
ニ
タ

カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
㈱
タ
ニ
タ
を
中

心
と
し
た
民
間
事
業
者
が
全
国
初
の
カ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
運
営
し
、
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
健
康
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
健
康
の
３
要

素
で
あ
る
「
食
」「
運
動
」「
休
養
」
を
体

感
で
き
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
う
一
点
は
、
民
間
事
業
者

な
ら
で
は
の
知
恵
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
市
内
全
域
展

開
で
す
。同
セ
ミ
ナ
ー

は
、
各
地
域
で
非
常

に
好
評
で
あ
り
、
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
も
継

続
し
た
取
組
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
更
に
、

健
康
づ
く
り
拠
点
を

活
用
し
、
タ
ニ
タ
の

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
た
長
岡
独
自
の
会
員
制
ク
ラ
ブ
「
な
が

お
か
タ
ニ
タ
健
康
く
ら
ぶ
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
ら
の
体
の
状
態
を

見
え
る
化
し
、
健
康
づ
く
り
に
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け
を
具
体

化
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
介
護
予

防
・
健
康
診
断
な
ど
、
年
間
で
1
5
0

以
上
の
取
組
と
連
携
し
、
会
員
へ
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

サークル団体が自主的に始めた太極拳

タニタカフェ

コミュニティセンターでの健康づくりセミナー
（バランスの良いランチセミナー）
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　表紙写真説明
一昨年から二年間鉄道写真でしたが、今年度の表紙写真は当財団理事長渡部による外国

旅行の風景写真を予定しております。［事務局］

私は毎年、海外見て歩きをしています。この写真のドゥブロヴニクは、ヨーロッパのア
ドリア海に面した国、クロアチア共和国の港町です。ジブリ映画の「紅の豚」のモデルになっ
た街と言われており、美しい景観から「アドリア海の真珠」とも称されています。

日本から遠く離れた地、クロアチアですが 2002 年の日韓ワールドカップの際にクロア
チア代表チームが十日町市のベルナティオで合宿を行い、当時話題になりました。ワール

ドカップ終了後、十日町市とクロアチアの友情を大切にしたいとの想いからグラウンドに「クロアチアピッチ」と命名し、現
在も J リーグや日本代表が合宿を行っている評判の高いグラウンドなのだそうです。［渡部］

（撮影者：新潟県健康づくり財団理事長　渡部 透）

表紙題字　書家  大矢大拙 氏

妙高市と新潟県健康づくり財団では、上越地域振興局様か
ら後援をいただき「妙高市胃がん・大腸がん予防講演会」を
妙高市役所で開催いたしました。平日の夕方にも関わらず、70
名の方からご参加いただき、会場は熱気に包まれました。
講師には、新潟県立中央病院内視鏡センター長の船越和
博先生をお迎えし、「胃がん・大腸がん　いかに早く診断す
るか　～最新の検診結果からの報告～」と題して講演をい
ただきました。
SMR（標準化死亡比）が高く、当市にとって課題である「胃がん」と「大腸がん」の2つのテーマ
について、統計やがんの写真、また、臨床での経験談を踏まえ、限られた時間でしたが、わかり易
く説明をしていただきました。
前半は検診の利益、不利益や検診を受診している人は長生きしていることなど、検診に関する
基礎知識と胃がん検診についてのお話がありました。特に、統計を用いて胃内視鏡検査で行う胃
がん検診は死亡率減少効果が高いこと、そして、上越地域でも体制作りに取り組んでいる現状に
ついてお話がありました。
また、当市では今年度から胃がん検診の意識啓発のためピロリ菌検査を実施していることから、
ピロリ菌の感染経路や陽性の方へは早めの除菌を勧めること、除菌後も定期的に胃がん検診を受
診する必要性を伝えていただき、参加者のピロリ菌への関心と理解が深まりました。
後半は大腸がんに話題が移り、早期がんであれば5年生存率が他のがんに比べ非常に高いこと
や、内視鏡で切除でき、その後の高額な抗がん剤治療費があまりかからない等、説得力のあるお
話を聞き、精密検査受診の重要性が強く伝わってきました。そのほか運動不足など生活習慣を見

直す事でがんが予防できることについての説明があり、参加
者のアンケートでは「検診を受けたい」「運動や食事などに
気を付けて予防したい」という、前向きな意見が多くみられ、
意識の改善が図られたと実感しました。
この講演会を機に、市民が胃がん・大腸がん予防の意識を
継続できるよう、そして検診、精密検査の受診率向上を図る
取組を行っていきたいと思います。

　妙高市健康保険課

※当財団では平成29年度も４市町と共催で生活習慣病等に関する講演会を開催予定です。　

妙高市 胃がん・大腸がん予防講演会 開催状況

講師の船越先生

熱心に聴講する参加者
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本財団では、下記の内容をBSNラジオでCMを放送中です。放送期間は12月8日
までの予定です。いつまでも健康に過ごすために検（健）診を受診し、生活習慣病
を早期発見しましょう！

ラジオCM 

放送時間 テーマ

毎週火曜　午前8時39分頃（交通速報後） 特定健診の普及啓発

毎週水曜　午後6時29分頃（交通速報後） 〃

毎週金曜　午後3時55分頃（BSNニュース後） がん検診の普及啓発

放送日時

平成２９年度新潟県健康づくり財団の主要行事予定
（平成29年7月以降分）

開催時期 事業名 会　場
平成29年 7月3日 新潟県フレイル対策検討会第1回コンサル会議 新潟市　　新潟県医師会館

7月31日 糖尿病対策推進会議第1回理事会 　〃 　　　　　  〃
8月25･26日 平成29年度　細胞診研修会 　〃 　　　　　  〃
8月26･27日 24時間テレビチャリティブース出展 　〃　　　万代シティ歩行者天国
8月 生活習慣病予防等功労者表彰選考委員会　 新潟市　　新潟県医師会館
9月8日 がん征圧全国大会 金沢市　　本多の森ホール
9月29日 生活習慣病予防講演会（歯科連携事業） 胎内市　　胎内市産業文化会館
9月 県乳がん検討委員会小委員会 新潟市　　新潟県医師会館
9月　 がん検診研究会第1回理事会 　〃 　　　　　  〃
10月8日 ピンクリボンホリデー2017 in 長岡 長岡市　　アオーレ長岡
10月25日 第34回がん征圧新潟県大会 新発田市　新発田市民文化会館
10月30日 がん教育授業　 加茂市　　七谷中学校
10月 健診保健指導支援協議会健診委員会 新潟市　　新潟県医師会館
10月 県・地域乳がん検討委員会合同会議 　〃 　　　　　  〃
11月21日 がん教育授業 新発田市　七葉中学校
11月25日 糸魚川地域医療フォーラム 糸魚川市　ビーチホールまがたま
12月 平成29年度がん検診研究会総会 新潟市　　新潟県医師会館
12月 平成29年度糖尿病対策推進会議総会 　〃 　　　　　  〃
12月 県前立腺がん検討委員会 　〃 　　　　　  〃
12月 乳がん検診セミナー 　〃 　　　　　  〃
12月 検診機関協議会フォローアップ研修会（仮称） 　〃 　　　　　  〃

平成30年 1月 平成30年度健康診査事業合同打合せ会 新潟市　　新潟県民会館
2月 がん検診研究会第2回理事会 　〃　　　新潟県医師会館
2月 糖尿病対策推進会議第2回理事会 　〃 　　　　　  〃
2月 胃がん又は子宮がん検診セミナー 　〃 　　　　　  〃
2月 禁煙支援研修会 　〃 　　　　　  〃
3月 県・地域肺がん検討委員会合同会議 　〃 　　　　　  〃
3月 検診従事職員研修会 　〃 　　　　　未定
3月 健康づくり財団第21回定例理事会 新潟市　　新潟県医師会館
3月 検診機関協議会役員会 　〃 　　　　　  〃
（調整中） がん教育授業 村上市　　神納中学校
（調整中） 　　〃 新発田市　佐々木中学校
（調整中） がん予防講演会 小千谷市
（調整中） 糖尿病対策推進会議“県民公開講座” 　　　（調整中）
（調整中） 糖尿病ウォークラリー 　　　　　〃


